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シェアリンク茨木は、平成22（2010）年９月に、「子育ての悩みを話そう。」と当時は珍し
かったSNSを通じて市民が集まり始まりました。活動を通して、悩みの１つとして孤立する
ことがあり、「一緒にご飯を食べよう。」と発展し、さらに「みんなで畑をしよう。」と深化し
ていきました。現在は、食育講座や畑作り、防災活動等、食にまつわる様々な活動を地域に展
開しています。当団体だけで完結させず、市や関係機関・団体、地域住民等を巻き込み、地域
に定着させることで、「食」を中心にして、まちづくり全般に人をつなげ、広げられるように
工夫しています。
市や関係機関・団体、近隣の高校生、大学生、子供たちにも声をかけ、平成30（2018）年

の大阪北部地震後に更地になった土地を耕し、「みんなの畑」をつくりました。畑では、苗植
えや収穫だけでなく、土づくりや、魚のおろし方の教室も開催しています。農作業には様々な
行程があるので、全ての人に出番があります。年齢や性別等に関係なく、まずは畑作りに関わ
ります。また、畑は防災拠点としても活用することができるため、防災講座も開催しています。
そのほか、収穫した野菜の調理方法を学ぶ「いばらき自炊塾」を地元の高校と連携して実施し、
野菜を加工して販売を行う「こどもマルシェ」も実施するなど、「食」を中心としたまちづく
りを意識した活動を展開しています。
「食」を生み出す側になると、消費者の目線から生産者の目線に立つことができ、SDGsの
取組にもつながります。「生きることは食べること」として、食を通して人がつながり、喜び
や未来をシェア（共有）し、リンク（つなげる）させることにより、ぬくもりの連鎖を次世代
につなげていきます。

「みんなの畑」の写真 「こどもマルシェ」の準備

食を通してぬくもりの連鎖を次世代につなげる
（第７回食育活動表彰　農林水産大臣賞受賞）
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